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保育実習における学生の意識について (続)
- 主に保育所を中心に-














































































北.L!'化用 実刑 二おける苧′との意識について l称
2. 結果および考察
測定値
表 】 アンケー ト回答結果 (平均値)
調査項目 実習前 実習後
全員 専門職希望 専門職以外 全員 専門職希望 専門職以外
N-70 N-46 N-24 N-70 N-46 N-24
1 6.04 5.85 6.42 6.37 6.41 6.29
2 5.20 4.98 5.63 5.50 5.28 5.92
3 5.06 4.96 5.25 5.04 4.80 5.50
4 6.43 6.22 6.83 6.59 6.35 7.04
5 6.96 -6.78 7.29 6.84 6.63 7.25
6 5.73 5.57 6.04 6.04 5.89 6.33
7 5.53 5,59 5.42 6.10 6.02 6.25
8 6..54 6.48 6.67 6.70 6.61 6.88
9 6,07 6.00 6.21 6.69 6.50 7.04
10 5.67 5,85 5.33 6.00 6.04 5.92
ll 4.86 4,70 5.17 5.09 4.91 5.42
12 5.34 5.33 5.38 5.66 5.63 5.71
､13 4.21 4.ll 4.42 4.60 4.35 5.08
14 4.81 4.74 4.96 4.86 4.76 5.04
15 5.17 5.ll 5.29 5.21 4.96 5.71
16 6.97 6.93 7.04 6.79 6.63 7.08
17 7.00 7.04 6.92 6.99 6.96 7.04
18 6.26 6.33 6.13 6.30 6,30 6.29
19 6.01 6.15 5.75 5.69 5.67 5.71
20 5.90 5.70 6.29 5.86 5.48 6.58
21 6.80 6.76 6.88 6.84 6.78 6.96
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表 2- 1 実習前後における意識の変化
調査項目 全員 N-70 専門職希望 N-46 一般企業希望 N-24
実習前 実習後 差 実習前 実習後 差 実習前 実習後 差
(A) (B) (Bト(A) ぐか (a) (B)-(A) (A) (B) (良)-(A)
1 6.04 6,37 0.33 5.85 6.41 0.57● 6.42 6.29 -0.13
2 5,20 5.50 0.30 4,98 5.28 0.30 5.63 5.92 0.29
3 5.06 5.04 -0.02 4.96 4.80 -0.16 5.25 5.50 0.25
4 6.43 6.59 0.16 6.22 6.35 0.13 6.83 7.04 0.21
5 6.96 6.84 -0.12 6,78 6.63 -0.15 7.29 7.25 -0.04
6 5.73 6.04 0.31 5.57 5.89 0.33 6.04 6.33 . 0.29
7 5.53 6.10 0.57' 5.59 6.02 0,43 5.42 6.25 0.83●
8 6.54 6.70 0.16 6.48 6.61 0.13 6.67 6.88 0.21
9 6.07 6.69 0.61‥ 6.00 6.50 0.50 6.21 7.04 0.83●
10 5.67 6.00 0.33 5.85 6.04 0.20 5.33 5.92 0.58
ll 4.86 5.09 0.23 4.70 4.91 0.22 5.17 5.42 0.25
12 5.34 5,66 0.31 5.33 5.63 0.30 5.38 5.71 0.33
13 4.21 4.60 0.39 4.ll 4.35 0.24 4.42 5.08 0.67
14 4.81 4,86 0.04 4.74 4.76 0_02 4.96 5.04 0.08
15 5.17 5ー21 0.04 5.ll 4.96 -0.15 5.29 5.71 0.42
16 6.97 6,79 -0.20 6.93 6.63 -0.30 7ー04 7.08 0.04
17 7.00 6.99 -0.01 7.04 6.96 -0.08 6.92 7.04 0.13
18 6.26 6.30 0.04 6.33 6.30 -0.03 6.13 6.29 0.17
19 6.01 5.69 -0.32 6.15 5.67 -0ー48 5.75 5.71 -0.04






専門職希望 一般企業希望 差 専門撒希望 -般企業希望 差
(A) (B) (A)-(B) (A) (B) (Aト(ら)
1 5,85 6.42 -0.57 6.41 6.29 0.12
2 4.98 5.63 -0.65 5.28 5.92 -0.63
3 4.96 5.25 -0.29 4.80 5.50 -0.70
4 6.22 6.83 -0.62 6.35 7.04 -0.69●
5 6,78 7.29 -0.51 6.63 7.25 -0.62
6 5.57 6.04 -0.48 5.89 6.33 -0.44
7 5.59 5.42 0.17 6.02 6.25 -0.23
8 6.48 6.67 -0.19 6.61 6.88 -0.27
9 6.00 6.21 -0.21 6.50 7.04 -0.54
10 5.85 5.33 0.52 6.04 5.92 0.12
ll 4.70 5.17 -0.47 4.91 5.42 -0.50
12 5.33 5.38 -0.05 5.63 5.71 -0.08
l声 4.ll 4.42 -0.31 4.35 5.08 -0.74
14 4.74 4.96 -0.22 4.76 5.04 -0.28
15 5.ll 5.29 -0.18 4_96 5.71 -0.75
16 6.93 7.04 -0.ll 6.63 7.08 -0.45
17 7.04 6.92 0.12 6.96 7.04 -0.09
18 6.33 6.13 0.20 6.30 6.～29 0.01
19 6.15 5.75 0.40 5.67 5.71 -0.03
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図 1-1 実習生の実習前後における平均値の変化 (全員)
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図1-2 専門希望者の実習前後における平均値の変化
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図2-1 専門職希望者と一般企業希望者の実習前の平均値の差
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図311 91/92年度実習生の実習前のJ岬 J値の差 (全員)
2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll12 13 14 15 16 17 18 192021
図3I2 91/92年度t.即朋哉希望者の実習前の平均値の差
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図4-1 91/92年度実習生の実習後の平均値の差
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図4-2 91/92年度専門職希望者の実習後の平均伯の差


















































































































































































































栢｣,9項 ｢願望｣.11項 ｢多能件｣,12項 ｢創





















8項 ｢他者信頼｣,10項 ｢身体 的エネル ギ
ー ｣,11項 ｢多能性｣について､一般企業希望
の学生は専門職希望の学生より評価か低 く､
5%水準で有意差が認められたか､今回は認
められなかったC
これは前報の結果か､平成4年度夏期保育
実習事前指導に活かされ､学生それぞれの意
識の高揚が計られたことが､何:,かの影響を
与えたのではないかと考えられる｡それに加
えて､最初から一貫しとり続けた姿勢とLて
は､保育実習を保母資格取得のための必須科
目であるという捉え方でなく､一般企業希望
者であっても､実習中は ｢よりよい保育者に
なる｣という強い意思と覚悟をもって自ら実
践すること｡その結果が保母資格に繋がると
いう姿勢をとった事 も何らかの影響を与えて
いるのではないかと思う｡
要 約
1. 実習生の実習前後の意識の変化を示し､
大まかな意識の傾向をみた｡
2. 専門職に就職を希望する実習生と一般企
業へ就職を希望する実習生とに分け､専門
職を希望する実習生の実習前後の意識の変
化を示した｡
3. 一般企業を希望する実習生の実習前後に
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おける意識の変化を､前報 ｢他者信頼｣に
注目して示した｡
4. 専門職を希望する実習生と一般企業を希
望する実習生の実習前における意識の差を､
前報 ｢自己公開性｣に注目して示した｡
5. 専門職を希望する実習生と一般企業を希
望する実習生の実習後における意識の差を､
前報 ｢自己公開性｣,｢他者信栢｣,｢身体的
エネルギー｣,｢多能性｣に注目して示した｡
以上に基づいて結果の要約は以下の様であ
る｡
(1) 7項 ｢心の平穏｣について､実習後評
価が上がり50/Oで､有意差が認められたC
また､ 9項 ｢願望｣について､実習後評
価か上がり1%で有意差か認められた｡
(2) 1項 ｢臼己理解｣について､実習後評
価か上がり､5%で有意差が認められた｡
(3) 7項 ｢心の平穏｣について､実習後評
価が上がり5%で､有意差が認められたC
また､9項 ｢願望｣についても､実習後
評価が上がり5%で有意差が認められた｡
｢他者信栢｣については､前報では実
習後､その評価が下がり､5%で有意差
が認められたが､今回は認められなかっ
た｡
(4) 21項目中16項にわたり､僅かではある
が､一般企業希望者の評価が専門職希望
者の評価よリ上まわっている｡また､前
報では ｢自己公開性｣について､一般企
業希望の学生は､専門職希望の学生よE)
評価が低 く､5%で有意差が認められた
が､今回は認められなかった｡
(5) 4項 ｢人に愛情を示す度合｣について､
一般企業希望者の評価が上まわり､5%
で有意差が認められた｡更に､20項 ｢独
立心｣については､一般企業希望者の評
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価が上 まわ り､1%で有意差が認められ
た｡
｢自己公開性｣,｢他者信相｣,｢身体的
エネルキー｣,｢多能性｣については､前
報では専門職希望の学生より評価が低 く､
5%で有意差が認められたが､今回は認
められなかった｡
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